
川中子 それでは皆さん、おはようございます。朝早くからありがとうございます。今

日はですね、中学校の話題でお話ししたいなと思ってます。いつもでしたら、お

集まりいただいた方に一言ずつ自己紹介を兼ねてお話をしていただいてるんです

が、今日はゲストコメンテーターの駒田校長先生もお呼びしておりまして、時間

の関係で早速始めたいと思います。えー、「来る」と書いてあった方が１７名で、

「関心がある」という方が１５名くらいでしたので、おそらく２０名くらいの方

がいらっしゃるかなと思っているんですが、ここからスタートしていきたいと思

います。

今日はですね、今、お手元にある次第にもあると思うんですが。初めに中学生

をここに呼ぼうと思ったんですが、本当は。中学生に来てもらって、実際に話し

てもらおうかと思ったんですが、よく考えたら中学生も結構忙しくてですね。土

曜日は学校もあるかな、ということで、夏休み中にちょっと来てもらって、私が

インタビューしたのを見ていただくというというところから始めようかなと。そ

れをまず見てください。中学生。１年生。なったばかりですから、３ヶ月、４ヶ

月しかたっていない子たちが、中学校と小学校はどんな違いがあるんだろうとい

うのを語ってくれていますので、よろしくお願いします。

あ！ ごめんなさい！ 今日のゲストコメンテーターの吾嬬第二中学校の駒田

校長先生です。校長先生、どうぞ、よろしくお願いいたします！

駒田Ｋ 駒田です。よろしくお願いします。

川中子 ビデオを見ていただいた後で、駒田校長先生にお話ししていただきたいと思っ

ています。では、中学生のビデオを見てみてください。

川中子 はい。ありがとうございました。ちょっと長くなりましたが、子どもたちの生

の声を聞くことができて、私もとても楽しかったのですが。えー、いかがでした

か？ 小学校卒業してから４ヶ月？５ヶ月？くらいですが、とっても立派ですよ

ね、１３歳には思えないくらい！ びっくりです。やっぱり、中学校に上がるっ

て言うのは、子どもたちにとって大きな「儀式」なんですね。小学校を卒業して、

中学生になる。大人になるための「儀式」を通過していく。ただ、こんな子たち

でも、中学校に入ってくると「あ！かわいいね！」と言われているんです。「わ

あ、かわいい子が入ってきたね！」ってみんな言われているんです。中学校は３

年生くらいになると、おじさん・おばさんみたいな子も出てきます。（笑）背も

大きくなって。私も、最後教えたのは中学生でしたので、最後の方なんかは１年

生が入ってくると、かわいくてかわいくてしょうがない、って感じでいたんです

よ。で、小学校に来てみると、かわいさが全然別物ですね。本当に立派な中学生

になっていてくれてよかったなと思います。これからきっとそれぞれの学校で活
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《主な中学生の声》

Q 小学校と中学校の違いを一言で言うと？

A 部活があるかないか。１日の日程。先輩との関わり。先輩との上下関係。学校

の設備。通学。先生の厳しさ。通学の時間と方法。勉強の難しさ。

Q 学習面での違いは？

A 授業の進度が速い。あまり変わらない。

Q 「私の学校が力を入れているところ」は？

A テストの回数が少ない。テストが終わった後の振り返り方が違う。英語に力を

入れている。英検の級で英語のクラスが分かれる。平日、朝６時から英語のラ

ジオを聞くことになっている。授業も英語しか話してはいけないことになって

いる。

Q 部活動について思うことは？ 中学校生活における部活動の閉める割合は？

A 墨田区立中学校の生徒：多い 私立・都立中学校の生徒：そうでもない

Q 入試について

A 準備もそうだが、入試当日がけっこうきついので、メンタルを強くもつことが

大事。

私立：入試科目は４科（国語・社会・理科・算数）。２科（国語・算数）。

都立：入試は適性検査１（作文），２（社会・理科），３（理系）。

準備は、全員塾に通っていた。４年生から、５年生から、６年生になってから。

Q 小学生の後輩たちへのメッセージ

A 中学校に入ると忙しくなるので、今のうちに遊んでおいた方がいい。小学校の

勉強はちゃんとやっておいたほうがいい。宿題がいっぱい出るので、宿題にな

れておいた方がいい。遠くの学校に通う人は、朝早く起きる練習をやっておい

た方がいい。受験は昼間なので、昼間に勉強する練習を。小学校で習ったこと

は分かっている前提で授業が進むので、勉強を頑張っておいてください。

躍してくれると思います。

さあ、それでは、今日は中学生のコメントとあわせて、中学校の先生、近くの

中学校の校長先生に来ていただくことができました。えー、寺中の校長先生にも

声をかけたんですが、今日はお休みだそうで。駒田先生の学校は今日は公開をや

っていらっしゃると言うことで、このためにこちらに来ていただきました。本当

にありがとうございます。ぜひ、駒田先生からは中学校の魅力についてお話をい

ただけたらなと思います。それでは、駒田先生、よろしくお願いします！

駒田Ｋ 吾嬬二中の駒田です。このお話をいただいたときに、下心というか「吾二にも

来てほしいな」と思いました。（笑）けれども、それは、今日は出さないお約束

でお話しをさせていただきます！（笑）私は中学校ばかり経験してきました。教

員時代が、５校。自分が実際副校長は１校。そして、今、校長で吾嬬二中にいま

す。その経験を踏まえて、私よりも若い世代のお父様・お母様方、そしてさらに

若い、今の中学生。さらに私の実際の中学時代を振り返り、今の中学生、中学校

について話せたらなと思います。当然、変化があります。不易流行、変わらない

ところもありますし、変化もあります。そんなところなどもお話しさせていただ

ければなと思っています。

まず、今の動画ですが、素晴らしいですね。本校のＫさんも、頑張っているん

ですけれど、他の生徒さんたちも、今川中子校長先生からお話があったように、

立派だなと思います。みなさん「大変」と言いながら、「大変」という言葉の裏

に、何か「うれしさ」だったり、こんなに変わったんだよっていう誇らしげな「ア

ピール」があったり。そういうものを感じます。これは、今も昔も変わらないか

な。私は、制服を着るっていうことが、とても自分の中では大きかったです。英

語が始まること以上に、毎日制服を着て登校というのが大人になった気がしたも

のです。「中１ギャップ」っていう言葉がありますね。「中１ギャップ」、ギャッ

プによって、そこで躓いてしまうと、例えば不登校や登校しぶりっていうような

ことになる例もなくはないです。中１ギャップという言葉は、どちらかというと

悪い面が出てきたときに語られがちなんですけど、私はよい面もとても多いと思

って言います。実際にはほとんどのお子さんはギャップがあることで、成長して

います。自分の世界に新しい仲間が入ってきて新しい環境になる。起きる時間も

変わる。制服も違う、先生もめまぐるしく１時間目から変わる。担任の先生も朝

会って、給食の時にやっと会えた、などなど。子どもにとってはこのように生活

が変わるっていうことは、よいことと捉えたいです。決して恐れないでほしいな

と思いますし、それを楽しむ気持ちをもってください。ところで今日は、６年生

のお母さんが多いですか？

川中子 どうでしょう？ ６年生の保護者の方は？ ああ、そうでもないですね。

駒田Ｋ 分かりました。低学年／中学年の方もいらっしゃいますね。そんなに小さいと

きからじゃなくていいと思うんですけど、５年生、６年生くらいになったら、中

一ギャップを乗り越えるレジリエンスっていうか、しなやかさっていうか、ある

いは、ストレス耐性。そういったところをもってほしいです。「大きく変わる」

って書いて「大変」って言葉になりますが、嫌なことじゃないんだという価値観

をお子様にお話しいただいているといいんじゃないかなと思います。先程登場し

たお子さんたちの言葉の中にも、「忙しいけれど楽しい」っていう言葉がありま

した。中学生って確かに忙しいですよね。例えば、地域でお祭りをやります。ち

ょっと担ぎ手がいないっていうときに、「中学生はなかなかきてくれないんです

よね」って地域の方に言われますが、「ああ、ごめんなさい！今ちょうど部活の

試合の時期なので、部活の練習を優先しているんだと思います。」と答えること

があります。忙しいのは事実です。小学校と違い担任の先生から教わる。専科の

先生はいらっしゃるけれど。そういったことも、「変わる」っていうことを楽し

めるような、何か、メンタルというか、受け入れる気持ち、「楽しみだね！」っ

ていう気持ちでやってくれたらいいと思います。例えば、ディズニーランドなど

に行って、この先何があるって分かっていなくて、ドキドキして、楽しい！と思

うんですけど、全部分かっていて全部慣れていたら、楽しさにつながらないのか

なと思います。つまり楽しさにつながるような過ごし方っていうのを小学校の高

学年くらいになったら意識してほしいです。「大変って大きく変わるって書くん

だよね。」って。どんなふうに変わるのか一緒に考え、変わるっていろいろある

けど、成長するって変わるってことだよね、などと話しかけてみてください。言

葉から導入してもいいと思いますし、何かご家族でちょっと出かけたりしたとき

に、ちょっと意識の中に入れていただいたらいいかなと思います。

その他、勉強のことについて、少しお話しさせていただくと、やっぱりちょっ

と話に出ていたように、テストのやり方が大きく変わります。ほとんどの中学校

が定期考査といって、年に４回。３学期制のところだと年に５回。墨田は前後期

制なので４回あります。区内全部がそういうスタイルを取っています。テストの

範囲っていうのが、そこまででやった授業の範囲プラスα、入学したばかりだっ

たら、小学校の６年生の時の復習も範囲の中にあります。墨田の場合は、すみだ

教育研究所の方から、小学校から中学校に上がる際の宿題のような冊子があるん

ですね。それに基づいたものとかを出します。定期考査でいろいろな経験をし失

敗してもいいと思っています。１年生によくあるのは、例えば、解答用紙と問題

用紙が別で、解答用紙がずれていた、気がついたときには、もうチャイムが鳴っ



てしまうとか、そういう失敗って見られます。定期考査で失敗して、どこで失敗

してほしくないかというと、最後の、「出口」です。ここが一番、小学校と中学

校と違うところです。先ほど、半分の生徒さんは入試を経験しましたって言って

ましたけれど、中学校を卒業するときにはほとんどの生徒が入試を経験して次の

ステップに行きます。そこの「出口」のところを、私たちは考えます。１年生の

担任とか、学年主任とかになると、１学年のことだけじゃなくて、（これはどこ

の学校でも、私だけじゃなく、他の先生方もそうですけれど、）どんな卒業式に

しようかな、どんな卒業のさせ方をしたいかなと考えます。これは、学年全体の

目標でもありますが、要は一人一人の生徒がどんな夢とか目標に出会って、そし

てそれを実現するかっていうことが大切です…。

今「出会って」っていう言葉を使ったんですけれど。ちょっとここからまた話

が変わります。さっきの楽しさを感じるだとか、目標をもつと言うときに、好き

なものがあるというのはすごく強みです。メンタル的にも強みです。Ａ，Ｂ二人

の生徒の例を出します。Ａさんは入学時に、「これが好き！」っていうのがはっ

きりしています。Ｂさんは、興味が広範囲で、友達は多いし、スポーツもいろん

なスポーツをしたがる。音楽もやりたがるし、何か演劇にも興味ある。ボランテ

ィアにも興味あるというように広いんですね。どちらがよいとか悪いっていうこ

とではないのですが、入学時に既に目標がある、出会っている、というのは強い

なあと感じます。もちろん入学時に出会っていなければ、出会えるように仕向け

ればよいわけです。様々なことに出会い、「好き」に出会えると毎日の生活が生

き生きするということもあります。目標がある子とない子とでは、目標がある方

が強いですよっていう話は、塾の先生なんかもしますよね。でも、大人がこの子

に目標、もて！って言っても、なかなかもてるものではありません。何に興味が

ある？と言っても、なかなか難しいと思うんです。じゃあ、どうしたらいいか。

それぞれのお子さんによって違う話なんですけれど、やはり、本を読むことです。

まあ、本（活字）がどうしても苦手というお子さんだったら、映像でもいいと思

いますが、見せてあげてください。他にも出かけるとか、映画を見るとか…。友

達同士の会話だけでは広がらないと思いますので。子どもの世界をぐんぐん広げ

るための策を大人がもっているっていうのは大事だと思います。いろいろありま

すが、やはり一番は、読書を薦めたいなと思います。これは生涯役に立ちます。

電子書籍でもいいと思います。でも、紙の本で、しっかり本を読むっていう習慣

がついていると、世界が広がると思います。活字苦手なお子さんっていらっしゃ

いますよね。長いのは嫌だ、とか、字が小さいと嫌とか。図鑑を読めばいいと思

っています。図鑑は見るものではなくて、図鑑は読むものだと言って、しっかり

読んでごらんと声をかけてください。それもお薦めです。これが目標を見つける、

目標に出会う、自分を知る方法です。こういうことをやっていくと、目標が見つ

かって、中学校に入るときに、漠然とでも、ああこんなことを頑張ってみようか

な？こんなことをやってみようかなと思えると思います。

先程の卒業生のうち墨田組は部活動が（中学校生活に占める割合が）大きいっ

て言ってましたけれど、面白いですね。一つは、通学とかが時間が少ないですの

で、地元っていうのは。そういったところで、部活に充分時間を割くことができ

るのかなと思いました。

墨田区内、私は、墨田区に２４年勤務しているんですけれど、本当にいい学校

がたくさんあります。区立中学校１０校あります。都立両国を入れると１１校で

すが。あと、私立も２校ございますが、区立中学校頑張っておりますので、ぜひ

よろしくお願いします。はい、ではこのへんで終わります。

川中子 どうもありがとうございます！（拍手）

それじゃ、ぜひ、今日は駒田先生もいらっしゃっていますし、私ももと中学校

の教員ですので、中学校のことについて、このあと皆様から聞いてみたいことが

あったらお伺いしたいと思うんですけれど。まず、最初にですね、駒田先生。小

学校卒業した後、区立の、地元の中学校に行こうか、それとも別の都立とか私立

を受験しようかって迷ってらっしゃるご家庭が、結構多いんですね。で、先生か

ら見てですね、やっぱり先生は区立の校長先生ですので、区立の学校の魅力とか

良さっていうのは、アピールするとしたらどういうところでしょうか？

駒田Ｋ はい。そうですね。「近い」ということです。「近い」って、何か理由として挙

げるには「ん？」と疑問に思うかも知れませんが、かなりのお子さんにとって通

学は負担なんです。私は副校長の時、区内なのに一時間かけて、通ってきている

生徒を見ていました。大変です。地元の強さは、やっぱり近い！ということ。

そして、地域の目があること。地域の方が見守ってくれて、地域の学校という安

心感がある。それから困った時に、本当に小さい頃からの自分を知っている友人

がいるということ。一人一人のお子さんの特性を見極めて決めるのがよいと思い

ます。今日、動画に出ていた生徒のよい点は、受験勉強を４年、５年生、６年生

からなど自分から取り組んでいる様子です。やらされている感じっていうのがな

かったですよね。何か「嫌だったんだけど、４年生からやらされてました」って

いう感じではなくて、自分からのメンタルもしっかりもってやっていたんだなと

思いました。逆にその辺のハードルが区立にはないっていうところでしょうか。

川中子 ありがとうございます。そうですよね、やっぱり、地元であるっていうこと。

いずれ子どもたちはここを離れていきます。いずれ。それが１２歳なのか、１５

歳なのか、１８歳なのか。その子その子にあわせたタイミングって言うのがある

のかなって。もしかしたら、すぐ近くの大学に行って、ここにずっと住んでいる

人もいるかもしれませんが、いずれ、自分の生まれ育った地域を離れていくんで

すよね。それまでの間に、どういう人間関係をそこで作っていくのかって考えて

みると、小学校までの１２年。中学校までいくと１５年。それでできる人間関係

って言うのは、少しずつ広がっていくって考えていくと、いろんな考え方がある

かなって思います。さっきあの、学校によって勉強の教え方が違うって話が出て

いましたけど、そういうのを先取りして中学校からしっかり勉強していくんだと

いう目標をもっているお子さんもいますし、そういうことはまだよく分からなく

て、自分の良さもまだはっきり見つかっていないんだけど、それを地元の仲間と

共に探していくんだという、中学校３年間っていうのはとってもすごいことです

よね。三吾小から卒業したこと、吾二だと八広小から卒業したこと、まあ、八広

小から卒業した子のが多いんですけれど。他のところから来ている子もいますね。

寺中なんかは、三寺、一寺、三吾が中心で来ていて、それ以外からも来ている。

まあ、地元と言っても、少しずつは広がっていくかなってことですね。というよ

うな違いがあります。もちろん、私立なんかにはその学校の良さがありますから、

それはそれで素晴らしいことで、それはそれぞれがお調べになればいいかなと思

います。公立の学校はそういう利点もあるかな。

駒田Ｋ 追加です。今年、他区から教員が転入してきたんですが、皆さん、一様に、墨

田区のＩＣＴが進んでいると言います。２３区のいろいろなところから来て、み

んな一様に。私なんかは、もともと墨田にいるのでこの状況が当たり前のように

思うんですが、どこも一人１台タブレットを使っていますが、やはり進んでいる

と言います。そこは、教育委員会に感謝しているところです。そういうところも

見ていただけると嬉しいです。別に、私立だけが進んでいるという訳ではありま

せん。

川中子 本校からも転出していく先生がいますけれど、別の区に行った先生方がみんな

本当に困ってしまっている、今まで便利に使ってきたことができなくなってしま

って、と嘆いていますね。墨田はすごかった、と。それは確かに言っていますね。

それでは、保護者の皆様から何かいただけたら。感想でもいいですし、何かあ

れば。自己紹介も兼ねて、言っていただければ。はい、どうぞ。

Ａさん うち、旦那がガーナ人で、ハーフなんですけれど。それで、髪型がツーブロッ

クなんですね。ネットとか見ると中学校入るとツーブロック禁止とか、最近ちょ

っと気になって。去年、中学校の校則が改正されたというのがホームページに載

っていて、だけど未だにツーブロックは禁止。っていうのは書いてあるんですよ

ね。で、今、ネットで検索すると、ここまでのツーブロックはいいけどここはだ

め、みたいな。じゃあ、何だったらいいんだろうって。で、うちの子の髪型の何

がダメなのかなと、今すごい悩んじゃってて。あの、学校によって違うとか、見

る先生によって違うとかあるんですけど、実際どうなんでしょうか？

駒田Ｋ はい。えー、答え難い問題ですね。今言える範囲でお答えします。先程卒業時

の出口の話をしたと思います。卒業の時のことを考えると、生徒自身に、ある程

度ＴＰＯを考えた服装や髪型や、話し方などを、身に付けさせたいって思います。

そうなるとどうしても一定の基準が指導する側としてほしくなります。職場体験

などもそうですが、何でもいいよ、という状況ではない場面が中学校生活の中に

はたくさんあります。「ツーブロック」も幅の広い言葉なので一概に言えません

が、例えば、初対面の方に、不快感や違和感を、感じさせたり、中学生という発

達段階だと、みんなで授業をしている時に、集中を欠くことになったりすること

はあります。これも発達段階によるものですが中学生ってどうしても、お年頃な

ので、下着の問題もあります。何色でも問題ないかもしれませんが、例えば、前

に座っている女子生徒の下着のラインが見えたりするだけで、勉強に集中できな

いと言う生徒がいるのが中学校です。大事なのは、なぜその校則が必要なのかと

いうことを生徒自身が考えることだと思います。現状、ご遠慮くださいっていう

状況はあります。しかし仮にツーブロックで登校した生徒さんがいたとしても、

人権に配慮して話をしっかり聞いて、対応していきます。いきなり、「だからダ

メ」とか、人格否定するとかそういったことはないです。それはどこの学校もそ

うです。そういったところは安心してください。先程も言いましたように、こう

いうことを、子どもたち自身が考えることが、すごく勉強になりますので、子ど

も主体で考えさせたいなって思います。吾二は、女の子の髪を結わく時に、あま

り高いところでは、結ばないという校則があったんですが、生徒会中心に話し合

って、耳より上はだめとか書かなくてもよいじゃないか、そういうのはいらない

ってことになりました。だからといって、その校則がなくなったからといって、

変な髪型にする子はいないです。これは不要な校則だなということで、子どもた

ちが判断した好い事例です。

川中子 はい。ぜひ、中学校で（個別に）ご相談なさってください。本当に、もう、個

別に対応していくしかないかなって。今、校則の問題は、非常に大きな問題にな

っていて、文科省がですね、各教育委員会に見直すようになんて！ 文科省が言

うという、異常事態ですね。文部科学省っていうのは、そんな細かいことを言う

機関じゃないのに、学校の校則をみなおしなさい、なんてバカなことを言い出し

て。文科省はそんな細かいこと言うんじゃなくて、広く見ていてくれないと困る

んですが。ただ、今、人権っていうお話も出てきましたけれど、人権感覚ってい

うのは今少しずつですが進化してきていますので。人の見かけですとか、性的指

向ですとか。中学校の制服なんかも、女の子がズボンをはいてもいいなんていう

風に、本当に劇的に変わってきているところです。とても大事な視点だと思いま

す。最後に駒田先生がおっしゃったように、子どもが考えていくっていうのが大

事。私は今本当にそこが大事だと思っています。なぜいいのか、なぜ悪いのか。

なぜルールが必要なのか。考えていって、そして自分で守っていけるようになっ

ていく。えー、「自ら学び、考え、行動する人」にならないといけないなと、私

も思います。

他、いかがでしょうか？ もうあんまり時間がないんですけど。Ｂさん、いか

がですか？ 実は、今回の企画はＢさんのご意見で取り上げたんですが。

Ｂさん あっ、私だったんですか？ ６年と１年に娘がいるんですけれど、６年の子が

都立の受験を考えていまして。私立には、遠いとか、通勤時間と同じくらいにな

ってしまうので、もし残念な結果になっても、区立にいい学校があるので。先日

も寺中に見学に行ったりとか、いろいろ情報を聞いたりしているんですけど。受

験に失敗してしまっても、そこからまたスタートできるかなって。吾二中は、学

区外だったので検討しなかったんですけれど、話を聞けてよかったです。

川中子 そうですね。区内１０校あるんですけれど、やっぱり同じ区立でも、その学校

によってやっぱりちょっとずつ違って。特色があります。この学校のいいところ



はこれ、この学校のはこれっていうのはあります。ぜひ、いろんな資料もありま

すので、参考にしていただけたらなと。

駒田Ｋ ちょっといいですか。こちらの方のように、受験を考えていらっしゃる方も多

いと思うんです。それで、合格して希望のところに進学していただくのが一番い

いのですけれど、必ず、というか、受け入れる側の学校からすると、落ちて入学

してくる子っているんですね。その際に気持ちが整っていないと、マイナスのメ

ンタルの状況を作り出してしまうことがあります。「あーあ、仕方ない、区立か」

っていうような思いが拭えていないのでしょう。そんな時はぜひ、「進学が決ま

ったところが、あなたの第一希望なんだよ、あなたにとってベストな進学先なん

だよ」というように、送り出していただきたいと思います。そこでもし、まだ、

気持ちがすっきりしてませんっていうことがあるんだとしたら、それはぜひ中学

校の教員に伝えていただきたいと思います。私たちは「いいスタートを切らせた

いな」って思っていますので。ある生徒さんが、都立の中高一貫を受けたんです

が、落ちたんですよ。それで親御さんが大丈夫かなと気になっていたんですけれ

ど、ケロっとしてたんで助かったんだそうです。「友達と一緒だから、逆によか

った。」って。このように子どもさんが何か、別の価値を見いだすことができる

とよいですね。こういうこともあります。

川中子 本当にそうですね。

それでは、いろんなこと個別に聞いてみたいこともあるかも知れませんが、実

は駒田先生は学校に戻らなければいけないっていうことがありまして、今日はそ

れがちょっと気になっているんですが。今日はまた、たくさんの方にお集まりい

ただいてよかったなって思います。小学校なんですが、中学校のことを考えるっ

ていうのは、あの、先を見るって言うのは、とても大事なことですので。子ども

たちも、自分で自分の道を切り開いていってほしいと思いますので。そして区立

にはとってもいい学校がいっぱいありますので、今日は私も強くお薦めして。も

ちろん、都立、私立もいいんですけど。区立にもいっぱいいい学校がありますの

で、そういうのを知ってもらいたいと思い、今日は駒田先生にも来ていただけて、

本当によかったです。駒田先生、本当にありがとうございました。（拍手）

では、これにて、本日の語らいサロンを終了いたします。

今度は、１０月の１５日の公開日は、キャリア教育特別授業というのをやりま

すので、サロンはお休みしようかなと思っています。えー、キャリアの講師募集

ですが、実はまだ４人しか集まっておりません。あと５，６人必要ですので、こ

ちらにいらっしゃる方、またはお父さんたちにぜひお願いできればと思っていま

す。よろしくお願いします！


